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株主メモ 営業拠点
事　業　年　度　　４月１日～翌年３月31日
　　　　　　　　　毎年３月31日（ただし、中間配当を行う場合は９月30日）

定時株主総会　　毎年６月
株主名簿管理人　　三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座　口座管理機関
同　連　絡　先　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
　　　　　　　　　〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　　　　　　　TEL　0120-232-711（通話料無料）
上場証券取引所　　大阪証券取引所JASDAQ市場
公 告 の 方 法　　電子公告により行う

公告掲載URL
http://www.sanrinkk.co.jp/
（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他
のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公
告いたします。）

期末配当金受領
株 主 確 定 日

【お　知　ら　せ】
株券電子化によるご注意
⑴　株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種
お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管
　理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理
人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。
⑵　特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。
⑶　配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当
金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこと
となりました。振込指定のお手続きにつきましては詳しくは各
口座管理機関にお問合せください。
⑷　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日
報 告 書
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　石油事業部門では、業界再編がさらに加速し、ま
た年明けからは原油価格が大幅に上昇する状況にお
いて、業者間およびエネルギー間の競争が一段と激
しさを増し、利益確保がますます厳しい状況で推移
いたしました。この中で、給油所再編成のためのス
クラップアンドビルドの一環として、平成22年　9　月
末をもって松本中央給油所を閉鎖し、また、南松本
給油所をセルフ化して本年　3　月にリニューアルオー
プンいたしました。
　LPガス事業におきましては、夏場以降価格が急騰
する動きとなった中で、当社は適正利益の確保に努
めてまいりました。また、バルク供給件数は　2　万　6　
千戸に達し、民生用の販売数量の73％を占めるまで
となっております。
　住設部門ではリフォーム事業が増強５か年計画の　4
　年目をむかえ、トータルなプラン提案をし、「住ま
い暮らし、ごいっしょに」をモットーとして積極的
な営業展開を行いました。さらに、前期から発足し
た環境事業部門においては、社会の環境意識の高ま
りや補助金制度を追い風に巨大市場となっている太
陽光発電システムを中心に、多くのお客様に提案し
てまいりました。
　また、当社事業の基本であります「保安」は、自
己完結型の自主保安体制強化に引き続き努めてお
り、高度保安実施事業者としての「液化石油ガス認
定販売事業者」の地位を堅持しております。
　これらの結果、当年度の連結業績につきまして
は、売上高は前期比3.6％増の300億　4　百万円となり、
経常利益も前期比5.3％増の10億10百万円となりまし
た。
　また当期純利益は、給油所のセルフ化に伴う固定
資産除却損、投資有価証券評価損の特別損失等はあ
ったものの、前期比0.7％増の５億22百万円で増収増
益となりました。

営業の概況（連結）
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株主の皆さまへ

代表取締役社長

柳　澤　勝　久

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　このたびの東日本大震災ならびに長野県北部地震により被災された
皆さまに対して、心よりお見舞い申し上げますとともに一日も早い復
興をお祈りいたします。
　ここに当社第77期（平成22年　4　月　1　日から平成23年　3　月31日まで）
のご報告にあたり一言ご挨拶申し上げます。当期における我が国経済
は、設備投資や個人消費に持ち直しの動きが見られたものの、原油価
格の高騰や、為替レートの変動に加え、　3　月に発生した東日本大震災
関連の影響が懸念される等、経営環境の先行きは期末においてより不
透明感が増しております。
　当社グループ事業の主要部分であるエネルギー分野においても、個
人の節約志向の浸透や、産業用エネルギー消費の低迷等により、引き
続き厳しい状況で推移いたしました。
　このような状況のもとで、当社グループは、燃料類の仕入価格に応
じた適正利益の確保による収益力の向上に努めるとともに、環境に配
慮したエネルギーのベストミックスを提案・推進してまいりました。
　今後の10年、20年先を見据え、お客様に安心してエネルギーをご利用いただけるよう、保安の充実・コ
ストの削減等を図るとともに、太陽光発電・燃料電池・リチウムイオン蓄電池等をメインに自然エネルギ
ーおよび再生可能エネルギーにも対応できるよう、国のエネルギー基本計画見直しに沿った事業展開を着
実に行うことにより、企業価値の向上に努め、地域の皆様に選択される企業グループとして総合力を強化
してまいります。
　なお、当期の期末配当につきましては、株主の皆様のご支援、ご期待にお応えするため、前期の１株あ
たり17円の配当を、１円増配し１株あたり18円とさせていただきました。
　株主の皆さまにおかれましては、今後ともより一層のご支援を賜りますようおねがい申し上げます。

平成23年　6　月　
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財務指標 財務指標

3 4

連結貸借対照表（要旨） 当　期　末 （平成23年３月31日現在）   
前　期　末 （平成22年３月31日現在）  

負債の部
流動負債
　支払手形及び買掛金
　短期借入金
　１年内返済予定の長期借入金
　未払法人税等
　賞与引当金
　その他の流動負債
固定負債
　長期借入金
　退職給付引当金
　役員退職慰労引当金
　資産除去債務
　繰延税金負債
　その他の固定負債
負債合計
純資産の部
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
その他の包括利益累計額
　その他有価証券評価差額金
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

資産の部
流動資産
　現金及び預金
　受取手形及び売掛金
　有価証券
　商品及び製品
　仕掛品
　原材料及び貯蔵品
　繰延税金資産
　その他の流動資産
　貸倒引当金
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物
　　機械装置及び運搬具
　　工具、器具及び備品
　　土地
　　建設仮勘定
　無形固定資産
　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　繰延税金資産
　　差入保証金
　　その他の投資その他の資産
　　貸倒引当金

資産合計

9,036
3,782
3,562

－
1,227

7
197
151
117
△ 11

11,644
8,418
1,650
690
327

5,722
27
246

2,979
2,242
362
227
193
△ 46

20,680

9,571
3,548
3,413
1,000
1,152
13
197
191
65

△12
11,302
8,193
1,573
706
322

5,531
58
151

2,958
2,410
176
237
204
△70

20,873

5,740
2,414
2,452
129
63
234
445

1,639
199
790
333
15
124
177

7,380

13,172
1,512
1,246
10,754
△341
101
101
26

13,299
20,680

6,386
2,265
2,945
174
393
204
403

1,396
162
865
187
－
17
161

7,783

12,849
1,512
1,246
10,430
△341
214
214
26

13,090
20,873

当期末 当期末前期末 前期末
（単位：百万円） （単位：百万円）

連結損益計算書（要旨） 当　期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）    
前　期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）    

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前当期純利益
法人税等
少数株主損益調整前当期純利益
少数株主利益又は少数株主損失（△）
当期純利益

30,004
23,522
6,482
5,640
841
200
31

1,010
16
129
897
376
521
△0
522

28,971
22,521
6,450
5,654
795
207
43
959
19
78
901
382
519
0

518

当　　期

当　　期

前　　期

前　　期

（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） 当　期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）    
前　期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）    

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の四半期末残高

982
253

△1,002
2,056

1,320
△455
△525
1,822

（単位：百万円）
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3,413
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13
197
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65

△12
11,302
8,193
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20,873
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1,512
1,246
10,754
△341
101
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393
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－
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1,246
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△341
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214
26
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当期末 当期末前期末 前期末
（単位：百万円） （単位：百万円）

連結損益計算書（要旨） 当　期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）    
前　期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）    
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営業外費用
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特別損失
税金等調整前当期純利益
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少数株主利益又は少数株主損失（△）
当期純利益

30,004
23,522
6,482
5,640
841
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31

1,010
16
129
897
376
521
△0
522

28,971
22,521
6,450
5,654
795
207
43
959
19
78
901
382
519
0

518

当　　期

当　　期

前　　期

前　　期

（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） 当　期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）    
前　期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）    

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
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（単位：百万円）



■株式の状況
　　①　発行可能株式総数　　　40,000,000株
　　②　発行済株式の総数　　　12,300,000株
　　③　１単元の株式の数　　　　　1,000株
　　④　株　　　主　　　数　　　　　　709名

株　　主　　名 持株数（千株） 出資比率（％）
1,676
614
575
512
500
352

346
331
323
203

14.3
5.3
4.9
4.4
4.3
3.0

3.0
2.8
2.8
1.7

株 式 会 社 ミ ツ ウ ロ コ
等 々 力 　 正 　 敏
株 式 会 社 八 十 二 銀 行
リ ン ナ イ 株 式 会 社
東燃ゼネラル石油株式会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（管理信託口　79212）
須 　 澤 　 孝 　 雄
曽 根 原 　 充 　 夫
曽 根 原 　 か つ 江
青 沼 政 雄

■上位株主

所　　有　　者 持株数（千株） 出資比率（％）
6,772
1,578
3,331
616

55.1
12.8
27.1
5.0

個 人 ・ そ の 他
金 融 機 関
そ の 他 の 国 内 法 人
自 己 名 義 株 式

■分布状況
　所有者別の株式分布状況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度平成１８年度
2.73％ 2.88％ 3.27％ 3.50％2.48％

■配当利回り

株式の状況

■役員の状況（平成23年６月24日現在）
代表取締役会長
代表取締役社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

二　木　馨　三
柳　澤　勝　久
川　窪　磯　男
田　島　　　直
小　川　　　廣
大　槻　清　人
山　崎　貞　男
寺　澤　久　水
塩　原   規   男
矢   口   秀   明
田　島　晃　平
須　澤　孝　充
高　野　　　朗
坂　内　富　夫
川　岸　　　隆
山　根　伸　右（社外監査役）
神　澤　正　哲（社外監査役）

会社の概要
●　社　　　名／サンリン株式会社
●　設　　　立／昭和９年12月19日
●　資　本　金／15億1,280万円
●　従 業 員 数／481名（グループ人員）
●　事業の内容／石油製品、LPガス、一般高圧ガスおよ
　　　　　　　び住設機器の販売、煉炭・豆炭の製造
　　　　　　　販売

●　子 会 社 等／三鱗運送株式会社　
　　　　　　　ウロコ興業株式会社　
　　　　　　　富山サンリン株式会社
　　　　　　　サンエネック株式会社　
　　　　　　　上伊那ガス燃料株式会社　
　　　　　　　サンリン松本エネルギー株式会社
　　　　　　　田中製氷冷凍株式会社
　　　　　　　新潟サンリン株式会社　

（注）出資比率は自己株式616千株を控除して計算しております。

（平成23年３月31日現在）（平成23年３月31日現在）

◆プロ・スノーボーダー丸山美樹選手とスポンサー契約
　サンリンは長野県におけるウィンタースポーツの振興と、更な
る地域貢献の実現のために、プロ・スノーボーダー丸山美樹選手
とスポンサー契約を締結しました。丸山選手は安曇野市出身で、
今春松本大学を卒業し、ソチオリンピック出場をめざして日夜ト
レーニングに励んでいる信州の逸材として注目されております。
今後の丸山選手の活躍にご注目いただくとともに、応援もお願い
します。

◆「リチウムイオン蓄電池」販売開始

トピックス

5 6

◆南松本ＳＳがセルフになってリニューアルオープン

　時計台のあるＳＳとして、お客様に親しまれておりました松本
市並柳の当社「南松本ＳＳ」が、セルフＳＳとなってリニューア
ルオープンいたしました。
　自動洗車機も２台配備されておりますので、待たずに洗車をす
ることが可能になりました。皆様のご利用を心よりお待ちしてお
ります。

◆比べてお得ガスメイン住宅
　当社では「信州の気候風土に適した家庭用エネルギー」
「エネルギーと環境のハーモニー」をお客様へ提案しており
ます。　コスト面につきましても下図のようにガスメイン住
宅が優れております。
　サンリンは、お客様に正確な情報を提供し快適な生活がで
きるよう応援してまいります。

ガスコンロ、ハイブリッド給湯器、温水ルームヒーター2台　ガス料金：バルク料金

IHクッキングヒーター、エコキュート、エアコン2台　　電気料金：Eライフ料金

ガスメイン住宅
オール電化住宅

ライフサイクルで見るガスメイン住宅とオール電化住宅のトータルコスト比較
（初期投資費用＋年間光熱費の推移）

　このたびの震
災および県北部
地震の被災地
に対しての支援
として、サンリン
グループ・グル

ープ社員一同で義援金をお贈りいたしました。
　そしてまた、今後予想される電力不足や停電等に対
応するため、サンリンは大型リチ
ウムイオン蓄電池のリース販売を
法人向けに開始いたしました。
　エリーパワー社製の「パワー・
イレ」という製品です。この製品
は、太陽光で発電した電力を蓄え
ることも可能です。なにとぞ、よろ
しくお願いします。

設置機器（価格はメーカー希望小売価格。標準施工費とランニングコストは当社試算。消費税込み）

１
年
目

ト
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ル
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ス
ト

機
器
交
換
費

５
年
目

１０
年
目

１５
年
目

２０
年
目

経過年数

初期投資

１０年目で機器を交換すると
オール電化住宅はさらにコ
スト高になります。

ガスメイン住宅
オール電化住宅
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この報告書は、環境に優しい植物油インキを
使用して印刷しています。

松川I.C.

飯田
I.C.

駒ケ根I.C.

伊那I.C.

伊北I.C.

諏訪I.C.

上田菅平
I.C.

小諸I.C.

岡谷I.C.

更埴I.C.

三才山トンネル

山形村
塩尻市

松本市

茅野市

松川村

白馬村

駒ヶ根市

伊那市

上越市 新潟市

長野市
中野市

平井寺
　トンネル

19

19

147

148

安曇野市 上田市

小諸市

佐久市

飯田市

事業所所在地

富山市

株主メモ 営業拠点
事　業　年　度　　４月１日～翌年３月31日
　　　　　　　　　毎年３月31日（ただし、中間配当を行う場合は９月30日）

定時株主総会　　毎年６月
株主名簿管理人　　三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座　口座管理機関
同　連　絡　先　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
　　　　　　　　　〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　　　　　　　TEL　0120-232-711（通話料無料）
上場証券取引所　　大阪証券取引所JASDAQ市場
公 告 の 方 法　　電子公告により行う

公告掲載URL
http://www.sanrinkk.co.jp/
（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他
のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公
告いたします。）

期末配当金受領
株 主 確 定 日

【お　知　ら　せ】
株券電子化によるご注意
⑴　株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種
お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管
　理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理
人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。
⑵　特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。
⑶　配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当
金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこと
となりました。振込指定のお手続きにつきましては詳しくは各
口座管理機関にお問合せください。
⑷　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日
報 告 書
第　　期77

http://www.sanrinkk.co.jp/ 証券コード：7486

本社と常念岳


